
- 1 -

中
学
校
国
語

専
門
問
題
例

例
一

次
の
文
章
を
読
ん
で
、

～

の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

（
設
問
の
都
合
上
、
表
記
を
改
め
た

(1)

(7)

箇
所
が
あ
る
。
）

（

文

章

省

略

）

波
線
部
ア
～
ウ
の
漢
字
に
は
読
み
が
な
を
書
き
、
カ
タ
カ
ナ
は
漢
字
に
直
し
て
書
き
な
さ
い
。

(1)

二
重
傍
線
部
ａ
～
ｃ
の
品
詞
名
を
漢
字
で
答
え
な
さ
い
。

(2)

空
欄

Ｘ

・

Ｙ

に
そ
れ
ぞ
れ
あ
て
は
ま
る
最
も
適
切
な
言
葉
を
次
の
ア
～
オ
か
ら
選
び
、
記

(3)
号
で
答
え
な
さ
い
。

ア

協
力

イ

境
界

ウ

媒
介

エ

基
本

オ

結
合

傍
線
部
Ａ
は
、
何
を
表
し
て
い
る
か
。
言
い
換
え
て
い
る
部
分
を
本
文
中
か
ら
二
十
字
以
上
三
十
字

(4)
以
内
で
抜
き
出
し
て
答
え
な
さ
い
。

傍
線
部
Ｂ
と
あ
る
が
、
そ
れ
は
ど
う
い
う
状
況
の
こ
と
を
言
っ
て
い
る
の
か
。
二
十
字
以
上
三
十
字

(5)
以
内
で
答
え
な
さ
い
。

傍
線
部
Ｃ
と
あ
る
が
、
そ
れ
は
ど
う
い
う
こ
と
か
。
四
十
字
以
上
五
十
字
以
内
で
答
え
な
さ
い
。

(6)

筆
者
は
本
文
に
お
い
て
、
「
家
族
」
と
は
ど
う
い
う
場
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
か
。
「
信
頼
」
「
葛
藤
」

(7)
と
い
う
言
葉
を
用
い
て
六
十
字
以
上
七
十
字
以
内
で
答
え
な
さ
い
。

（
令
和
元
年
度
）
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例
二

次
の
文
章
を
読
ん
で
、

～

の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

（
設
問
の
都
合
上
、
表
記
を
改
め
た

(1)

(7)

箇
所
が
あ
る
。
）

一
条
院
の
御
時
、
御
秘
蔵
の
鷹
あ
り
け
り
。
但
し
い
か
に
も
と
り
を
と
ら
ざ
り
け
り
。
御
鷹
飼
ど
も
面

々
に
と
り
か
ひ
け
れ
ど
も
、
Ａ

す
べ
て
鳥
に
目
を
だ
に
か
け
ざ
り
け
れ
ば
、
し
か
ね
て
、
件
の
鷹
を
粟
田

口
十
禅
師
の
辻
に
つ
な
ぎ
て
行
人
に
見
せ
ら
れ
け
り
。
も
し
お
の
づ
か
ら
い
ふ
事
や
あ
る
と
て
、
人
を
つ

け
ら
れ
た
り
け
る
に
、
た
だ
の
ａ

直
垂
上
下
に
あ
み
笠
き
た
る
の
ぼ
り
う
ど
、
馬
よ
り
お
り
て
こ
の
鷹
を

立
廻
り
立
廻
り
見
て
、
「
あ
は
れ
、
逸
物
や
。
上
な
き
も
の
な
り
。
た
だ
し
い
ま
だ
と
り
か
は
れ
ぬ
鷹
な

れ
ば
、
鳥
を
ば
よ
も
と
ら
じ
」
と
い
ひ
て
す
ぐ
る
者
あ
り
け
り
。
そ
の
時
、
御
鷹
飼
い
で
て
、
か
の
行
人

に
あ
ひ
て
、
「
只
今
Ⅰ

の
た
ま
は
せ
つ
る
事
す
こ
し
も
た
が
は
ず
。
こ
れ
は
御
門
の
御
鷹
な
り
。
し
か
る

べ
く
は
、
と
り
か
ひ
て
叡
感
に
あ
づ
か
り
給
へ
」
と
い
へ
ば
、
こ
の
ぬ
し
、
「
と
り
か
は
ア

ん
事
い
と
や

す
き
事
な
り
。
わ
れ
な
ら
で
は
、
こ
の
御
鷹
と
り
か
ひ
ぬ
べ
き
人
お
ぼ
え
ず
」
と
い
へ
ば
、
「
Ｂ

い
と
希

有
の
事
な
り
。
す
み
や
か
に
こ
の
よ
し
叡
聞
に
い
る
べ
し
」
と
て
、
や
ど
な
ど
く
は
し
く
尋
ね
聞
き
て
、

御
鷹
す
ゑ
て
参
り
て
、
こ
の
よ
し
奏
聞
し
け
れ
ば
、
叡
感
あ
り
て
、
則
ち
件
の
男
め
さ
れ
て
御
鷹
を
た
ま

は
せ
け
り
。
す
ゑ
て
Ⅱ

ま
か
り
出
で
て
、
よ
く
と
り
か
ひ
て
参
り
た
り
。

南
庭
の
池
の
汀
に
候
ひ
て
叡
覧
に
そ
な
へ
け
る
に
、
出
御
の
後
、
池
に
す
な
ご
を
ま
き
け
れ
ば
、
魚
あ

つ
ま
り
う
か
び
た
り
け
る
に
、
鷹
は
や
り
け
れ
ば
、
あ
は
せ
イ

て
け
り
。
則
ち
大
き
な
る
鯉
を
取
り
て
あ

が
り
た
り
け
れ
ば
、
や
が
て
と
り
か
ひ
て
け
り
。
御
門
よ
り
は
じ
め
て
あ
や
し
み
目
を
驚
か
し
て
、
そ
の

ゆ
ゑ
を
め
し
問
は
れ
け
れ
ば
、
「
こ
の
御
鷹
は
み
さ
ご
腹
の
鷹
に
て
候
。
ま
づ
か
な
ら
ず
母
が
振
舞
を
し

て
後
に
父
が
芸
を
ば
つ
か
う
ま
つ
り
候
ふ
を
、
人
そ
の
ゆ
ゑ
を
知
り
候
は
で
、
Ｃ

い
ま
ま
で
鳥
を
と
ら
せ

候
は
ぬ
な
り
。
こ
の
の
ち
は
、
一
つ
も
よ
も
に
が
し
候
は
じ
。
ｂ

究
竟
の
逸
物
に
て
候
ふ
な
り
」
と
申
し

け
れ
ば
、
叡
感
は
な
は
だ
し
く
て
、
所
望
何
事
か
あ
る
、
申
さ
む
に
し
た
が
ふ
べ
き
よ
し
、
仰
せ
下
さ
れ

け
れ
ば
、
信
濃
の
国
の
ひ
ぢ
の
郡
に
屋
敷
・
田
園
な
ど
を
ぞ
申
し
う
け
け
る
。

（
『
古
今
著
聞
集
』
よ
り
）

（
注
）
「
と
り
か
ふ
」
＝
飼
い
仕
込
む
。
飼
料
を
与
え
る
。
「
み
さ
ご
腹
」
＝
魚
を
捕
ら
え
る
み
さ
ご
を
母
と
す
る
鷹
の
子
。

二
重
傍
線
部
ａ
に
つ
い
て
は
漢
字
の
読
み
を
、
ｂ
に
つ
い
て
は
意
味
を
、
そ
れ
ぞ
れ
書
き
な
さ
い
。

(1)

傍
線
部
ア
・
イ
の
助
動
詞
に
つ
い
て
、
文
法
的
意
味
と
活
用
形
を
そ
れ
ぞ
れ
答
え
な
さ
い
。

(2)

傍
線
部
Ⅰ
・
Ⅱ
は
敬
語
で
あ
る
が
、
誰
か
ら
誰
へ
の
敬
意
を
表
し
た
も
の
か
、
ア
～
エ
か
ら
そ
れ
ぞ

(3)
れ
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

ア

御
鷹
飼

イ

御
門

ウ

か
の
行
人

エ

作
者

傍
線
部
Ａ
を
現
代
語
訳
し
な
さ
い
。

(4)

傍
線
部
Ｂ
は
、
何
に
対
し
て
言
っ
た
も
の
か
、
三
十
字
以
上
三
十
五
字
以
内
で
説
明
し
な
さ
い
。

(5)

傍
線
部
Ｃ
の
理
由
を
、
「
母
が
振
舞
」
と
「
父
が
芸
」
の
意
味
す
る
内
容
に
触
れ
て
、
三
十
字
以
上

(6)
三
十
五
字
以
内
で
説
明
し
な
さ
い
。

「
古
今
著
聞
集
」
と
同
時
代
・
同
ジ
ャ
ン
ル
の
作
品
を
、
ア
～
エ
か
ら
一
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
な

(7)
さ
い
。

ア

今
昔
物
語
集

イ

十
訓
抄

ウ

竹
取
物
語

エ

方
丈
記

（
令
和
二
年
度
）
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例
三

次
の
文
章
を
読
ん
で
、

～

の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

（
設
問
の
都
合
上
、
表
記
を
改
め
た

(1)

(6)

箇
所
が
あ
る
。
）

ニ

ク

ノ

ハ
シ
キ
ハ

フ

フ
ル
ニ

ム
ル

ヲ

ノ

ハ
シ
キ
ハ

フ

ル
ニ

ム

伝

曰
、
賞

疑

従
レ

与
。
所
二

以

広
一レ

恩

也
。
罰

疑

従
レ

去
。
所
二

以

慎
一レ

ヲ

ト

リ
テ

げ
う

ニ

か
う

え
う

ル

ト

Ａ

フ
コ
ト

サ
ン
ト

ヲ

タ
ビ

刑

也
。
当
二

堯

之

時
一

、
皐

陶

為
レ

士
。
将
レ

殺
レ

人
。
皐

陶

曰
レ

殺
レ

之

三
、

フ
コ
ト

ゆ
る
メ
ヨ
ト

ヲ

タ
ビ
ナ
リ
キ

ニ

レ

ノ

ル

ヲ

キ
ヲ

シ
テ

シ
メ
リ

ガ

堯

曰
レ

宥
レ

之

三

。

故

天

下

畏
二

皐

陶

執
レ

法

之

堅
一

、
而

楽
二

堯

フ
ル

ヲ

ナ
ル
ヲ

ク

こ
ん

シ
ト

フ

ク

ナ
リ

は
う
シ

ヲ

や
ぶ
ル
ト

ヲ

用
レ

刑

之

寛
一

。
四

岳

曰
、
鯀

可
レ

用
。
堯

曰
、
不

可
。
鯀

方
レ

命

圮
レ

族
。

ニ
シ
テ

ク

Ｂ

ミ
ン
ト

ヲ

ゾ

シ
テ

カ

サ
ン
ト
ス
ル
ヲ

ヲ

ヘ
ル

既

而

曰
、
試
レ

之
。
何

堯

之

不
レ

聴
二

皐

陶

之

殺
一
レ

人
、
而

従
二

四

岳

ヒ
ン
ト
ス
ル
ニ

ヲ

ラ
バ

①

②

シ

ル

ニ

ク

ノ

之

用
一レ

鯀

也
。
然

則

聖

人

之

意
、
蓋

亦

可
レ

見

矣
。
書

曰
、
罪

ハ
シ
キ
ハ

レ

ク
セ
ヨ

ノ

ハ
シ
キ
ハ

レ

ク
セ
ヨ

Ｃ

リ
ハ

ノ

サ
ン

ふ

こ
ヲ

ロ

セ
ヨ
ト

ふ

け
い
ニ

③

疑

惟

軽
。
功

疑

惟

重
。

与
三

其

殺
二

不

辜
一

、
寧

失
二

不

経
一

。

嗚

呼

セ
リ

ヲ

ク

テ

ス

シ

テ

カ
ル

ス
ル

ス
レ
バ

ヲ

グ

ニ

Ｄ

ク

テ

ス

シ

尽
レ

之

矣
。
可
二

以

賞
一

、
可
二

以

無
一
レ

賞
。
賞
レ

之

過
二

乎

仁
一

。
可
二

以

罰
一

、
可
二

テ

カ
ル

ス
ル

ス
レ
バ

ヲ

グ

ニ

グ
ル
ハ

ニ

ハ

ル
ヲ

グ
レ
バ

ニ

以

無
一レ

罰
。
罰
レ

之

過
二

乎

義
一

。
過
二

乎

仁
一

、
不
レ

失
レ

為
二

君

子
一

。
過
二

乎

義
一

、

チ

レ
テ

ル

に
ん

じ
ん
ニ

Ｅ

ニ

ハ

キ

グ

ハ

ル

カ
ラ

グ

則

流

而

入
二

於

忍

人
一

。
故

仁

可
レ

過

也
、
義

不
レ

可
レ

過

也
。

（
『
続
文
章
軌
範
』
よ
り
）

(

注)

「
伝
」
＝
古
い
書
物
。

「
堯
之
時
」
＝
堯
帝
の
時
代
。

「
皐
陶
」
＝
帝
の
臣
下
。

「
士
」
＝
裁
判
官
。

「
四
岳
」
＝
四
方
の
諸
侯
。

「
鯀
」
＝
人
名
。

「
方
命
」
＝
命
令
を
放
置
す
る
こ
と
。

「
圮
族
」
＝
善
人
を
害
す
る
。

「
書
」
＝
「
書
経
」
。

「
不
辜
」
＝
無
実
の
人
。

「
失
不
経
」
＝
法
に
従
わ
な
い
こ
と
。

「
忍
人
」
＝
残
忍
な
人
。

波
線
部
①
～
③
の
漢
字
の
読
み
を
送
り
仮
名
も
含
め
て
現
代
仮
名
遣
い
で
書
き
な
さ
い
。

(1)

傍
線
部
Ａ
を
書
き
下
し
、
現
代
語
訳
も
し
な
さ
い
。

(2)

傍
線
部
Ｂ
は
誰
を
ど
う
す
る
こ
と
か
。
十
字
以
内
で
答
え
な
さ
い
。

(3)

傍
線
部
Ｃ
を
現
代
語
訳
し
な
さ
い
。

(4)

傍
線
部
Ｄ
が
表
す
内
容
と
ほ
ぼ
同
意
の
部
分
を
本
文
中
か
ら
漢
字
二
字
で
抜
き
出
し
な
さ
い
。

(5)

傍
線
部
Ｅ
と
あ
る
が
、
「
『
仁
』
は
過
ぎ
て
も
よ
い
が
、
『
義
』
は
過
ぎ
て
は
い
け
な
い
」
と
い
う
理

(6)
由
を
、
「
仁
」
と
「
義
」
を
対
比
し
な
が
ら
、
四
十
字
以
上
五
十
字
以
内
で
説
明
し
な
さ
い
。

（
令
和
元
年
度
）
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例
四

中
学
校
学
習
指
導
要
領
「
第
２
章

各
教
科
」
「
第
１
節

国
語
」
の
内
容
に
つ
い
て
、
次
の
(1)

～

の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

(5)次
の
文
は
、
「
第
２

各
学
年
の
目
標
及
び
内
容
」
〔
第
３
学
年
〕
「
１

目
標
」
の
一
部
で
あ
る
。

(1)

①

～

④

に
あ
て
は
ま
る
語
句
を
答
え
な
さ
い
。

①

や
深
く
共
感
し
た
り

②

し
た
り
す
る
力
を
養
い
、
社
会
生
活
に
お
け
る

③

(2)
の
中
で
伝
え
合
う
力
を
高
め
、

④

を
広
げ
た
り
深
め
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

次
の
文
は
、
「
第
２

各
学
年
の
目
標
及
び
内
容
」
〔
第
１
学
年
〕
「
２

内
容
」
〔
知
識
及
び
技
能
〕
の

(2)
一
部
で
あ
る
。

①

～

④

に
あ
て
は
ま
る
語
句
を
答
え
な
さ
い
。

我
が
国
の

①

に
関
す
る
次
の
事
項
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
指
導
す
る
。

(3)
ウ

②

の
果
た
す
役
割
に
つ
い
て
理
解
す
る
こ
と
。

エ

書
写
に
関
す
る
次
の
事
項
を
理
解
し
使
う
こ
と
。

字
形
を
整
え
、

③

、
配
列
な
ど
に
つ
い
て
理
解
し
て
、

④

で
書
く
こ
と
。

(ア)
次
の
文
は
、
「
第
２

各
学
年
の
目
標
及
び
内
容
」
〔
第
２
学
年
〕
「
２

内
容
」
〔
思
考
力
、
判
断

(3)
力
、
表
現
力
等
〕
の
〔
Ｃ

読
む
こ
と
〕
の
一
部
で
あ
る
。

①

～

④

に
あ
て
は
ま
る
語
句
を

答
え
な
さ
い
。

読
む
こ
と
に
関
す
る
次
の
事
項
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
指
導
す
る
。

(1)
ア

文
章
全
体
と
部
分
と
の
関
係
に
注
意
し
な
が
ら
、

①

と
の
関
係
や

②

の
仕
方
な
ど

を
捉
え
る
こ
と
。

ウ

文
章
と

③

な
ど
を
結
び
付
け
、
そ
の
関
係
を
踏
ま
え
て
内
容
を

④

す
る
こ
と
。

次
の
文
は
、
「
第
２

各
学
年
の
目
標
及
び
内
容
」
〔
第
３
学
年
〕
「
２

内
容
」
〔
思
考
力
、
判
断

（4）
力
、
表
現
力
等
〕
の
〔
Ｂ

書
く
こ
と
〕
の
一
部
で
あ
る
。

①

～

④

に
あ
て
は
ま
る
語
句
を

答
え
な
さ
い
。

書
く
こ
と
に
関
す
る
次
の
事
項
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
指
導
す
る
。

(1)
エ

①

に
応
じ
た
表
現
に
な
っ
て
い
る
か
な
ど
を
確
か
め
て
、

②

を
整
え
る
こ
と
。

オ

論
理
の
展
開
な
ど
に
つ
い
て
、
読
み
手
か
ら
の

③

な
ど
を
踏
ま
え
、
自
分
の
文
章
の
よ

い
点
や

④

を
見
い
だ
す
こ
と
。

次
の
文
は
、
「
第
３

指
導
計
画
の
作
成
と
内
容
の
取
扱
い
」
の
一
部
で
あ
る
。

①

～

④

(5)
に
あ
て
は
ま
る
語
句
を
答
え
な
さ
い
。

３

教
材
に
つ
い
て
は
、
次
の
事
項
に
留
意
す
る
も
の
と
す
る
。

教
材
は
、
次
の
よ
う
な
観
点
に
配
慮
し
て
取
り
上
げ
る
こ
と
。

(2)
ウ

公
正
か
つ

①

能
力
や

②

を
養
う
の
に
役
立
つ
こ
と
。

オ

③

に
つ
い
て
考
え
を
深
め
、
豊
か
な
人
間
性
を
養
い
、

④

意
志
を
育
て
る
の
に

役
立
つ
こ
と
。

（
令
和
三
年
度
）
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中
学
校
国
語

正
答
例

問
題
番
号

正

答

例

ア

干
渉

イ

ほ
ん
ろ
う

ウ

行
儀

(1)

ａ

副
詞

ｂ

助
動
詞

ｃ

名
詞

(2)

Ｘ

ウ

Ｙ

オ

(3)

（
省
略
）

（
省
略
）

例
一

（
省
略
）

(6)

（
省
略
）

(7)

ａ

ひ
た
た
れ

ｂ

き
わ
め
て
優
れ
て
い
る
こ
と

(1)

ア

意
味

婉
曲

活
用
形

連
体
形

イ

意
味

完
了

活
用
形

連
用
形

Ⅰ

誰
か
ら

ア

誰
へ

ウ

Ⅱ

誰
か
ら

エ

誰
へ

イ

例
二

(

正
答
例)

ま
っ
た
く
鳥
に
目
さ
え
か
け
な
か
っ
た
の
で

(4)

(

正
答
例)

扱
い
か
ね
て
い
た
御
門
の
鷹
を
飼
い
仕
込
む
こ

と
が
で
き
る
と
い
う
人
が
現
れ
た
こ
と
。

(

正
答
例)

鳥
を
捕
る
こ
と
を
身
に
付
け
る
前
に
魚
を
捕
る

こ
と
を
教
え
込
ま
れ
て
い
な
か
っ
た
か
ら
。

イ

(7)
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問
題
番
号

正

答

例

①

す
な
わ
ち

②

け
だ
し

③

あ
あ

(1)

書
き
下
し

将
に
人
を
殺
さ
ん
と
す
。

現
代
語
訳

今
に
も
人
を
殺
そ
う
と
し
た
。

（
正
答
例
）

鯀
を
登
用
す
る
こ
と
。

(3)

例
三

（
正
答
例
）
無
実
の
人
を
殺
す
よ
り
は
、
法
に
従
わ
な
い

方
が
よ
い
、
と
。

罰
疑
（
「
罪
疑
」
も
可
）

(5)

（
正
答
例
）
「
仁
」
が
過
ぎ
て
も
君
子
と
す
る
こ
と
に
問

題
は
な
い
が
、
「
義
」
が
過
ぎ
る
と
残
忍
な
人
に
な
っ
て

(6)

し
ま
う
か
ら
。

①

論
理
的
に
考
え
る
力

②

豊
か
に
想
像

③

人
と
の
関
わ
り

④

自
分
の
思
い
や
考
え

①

言
語
文
化

②

共
通
語
と
方
言

③

文
字
の
大
き
さ

④

楷
書

例
四

①

主
張
と
例
示

②

登
場
人
物
の
設
定

③

図
表

④

解
釈

①

目
的
や
意
図

②

文
章
全
体

①

助
言

②

改
善
点

①

適
切
に
判
断
す
る

②

創
造
的
精
神

③

人
生

④

た
く
ま
し
く
生
き
る
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